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エアロゾル質量分析計で測定される二次有機エアロゾルの質量スペクトルに占める
高質量数イオン信号の比率
High-m/z ion signal to total mass signal ratios measured for secondary organic aerosol
using aerosol mass spectrometer
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揮発性基底関数（VBS）のさらなる精度向上のため、オリゴマー生成を考慮したモデルが検討されるようになった 1)。
オリゴマー化の速度や SOAの質量スペクトルに高質量数の成分が占める割合を調べるため、スモッグチャンバー実験で
生成した SOAをエアロゾル質量分析計（AMS）によって分析した。α-ピネン、イソプレン、トルエン、1,3,5-トリメチル
ベンゼン（TMB）の光酸化を NOx存在下で調べた。α-ピネンおよびイソプレンのオゾン分解も調べた。AMSの捕集管
にステンレス管を用いた。AMSによってm/z = 10～675の領域で測定した有機エアロゾル（OA）の質量スペクトルを 7
つの質量数領域に分け各領域の全信号強度の時間変化を調べた。いずれの実験でも質量数 500以下の領域に OAの生成
に伴う信号の増加が見られた。オリゴマーは核形成から 1時間以内に生成した。オリゴマーの生成後には、全 OAの信
号に占める各質量領域の信号の寄与率の時間変化はなかった。次に、OAの質量スペクトルのうちm1よりも高い質量数
の信号が全 OAの信号に占める割合（φ）を評価した：

φ = OA (m/z >m1)/OA(total)
m1 = n mC (OM/OC)

ここでnは SOA前駆物質の炭素数、mC は炭素の原子量、OM/OCは AMSで測定された有機物有機炭素比を表す。α-
ピネン、イソプレン、トルエン、および TMB のm1 は、それぞれ 217、147、180、および 204と決定された。m1 より
も高い質量数ではモノマー由来の信号の寄与が小さいとみなした。AMSの電子イオン化によって測定される信号は有機
物の親イオンによる信号だけでなく分解イオンによる信号も含む。φは SOAに占めるオリゴマーの比率の指標であり、
オリゴマーの比率の絶対値でないことに注意が必要である。同じ前駆物質から生成した SOAの φは粒子濃度が増加する
ほど減少した（Fig. 1）。この結果は高濃度であるほどオリゴマーを形成しにくいことを示している。10～100µg m−3の
濃度領域で比較すると φはトルエン由来 SOAの場合に一番高く、α-ピネン由来 SOAの場合に一番低かった。酸化方法
（光酸化またはオゾン酸化）による違いはなかった。
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